
不採算部門を切り捨て、

リニア中央新幹線構想を進めるJR東海
2009年10月29日、ＪＲ東海は台風被害で不通になった名松線

の家城駅から伊勢奥津駅間を廃止するとしました。その時以降、

地元住民は生活手段を奪われ、不便を強いられています。

JR東海は弱者の声を聞くべきだ
名松線などの地方交通線は、その名が示すよう

に地方のローカル路線でほとんどが赤字路線です。

ですから会社として不採算部門の切り捨ての危機

に常にさらされているのが現状です。

一方、大多数の地方交通線は幹線からのび、い

わゆる盲腸線として地方から都市部へ向かうため

の地域の手段として存在しています。地域住民に

とって重要な足としてかかせないものであり、幹

線へのアクセスになるものです。そして、過疎化

が進む地方にとってそこに住む老人や学生にとっ

ては、まさに生活手段なのです。

こんなところにもリニアの弊害？
ＪＲ東海は、5.1兆円をかけリニア中央新幹線構

想を進めています。一企業単独としてのプロジェ

クトとして、無謀とも言われています。ＪＲ東海

は莫大な投資をひかえ不採算部門を切り捨てよう

としています。鉄道を必要にしている地域の人々

を犠牲にして、はたしてリニアはどれだけ役立つ

のでしょうか。私たちは疑問を抱かざるを得ませ

ん。
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錆びたレールに目を背け

レールのない鉄道に

莫大な投資をする鉄道会社

【伊勢奥津駅の給水塔】
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